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凡例

 1. 本書は「本編」「付編」「資料編」の3部構成とした。
 2. 本編では、当社が日本原油輸送株式会社として設立された1946（昭和21）年から、創立75周年を迎えた
2021（令和3）年までの歴史を中心に、JOTグループ全体の歩みが概観できるものとした。また、その前
史として、当社の源流である共同企業株式会社の設立を中心に、戦前・戦中期の石油輸送についてまと
めた序章をおいた。

 3. 付編では、JOTグループの主要4事業部門である石油輸送、化成品輸送、高圧ガス輸送、コンテナ輸送
に関する歴史および輸送容器の展開について概観した。

 4. 資料編は、会社の基礎情報である定款や役員にかかわる事項、主要経営指標の推移、グループ会社の概
要などをまとめた。年表は JOTグループ全体の歩みがわかるよう、グループ会社に関連する項目も収
録した。また検索の便を図るため主要項目による索引を付した。

 5. 本書では、化成品・高圧ガス輸送事業部門の主たるコンテナを「特殊コンテナ」「タンクコンテナ」「ホッパ
コンテナ」「LNGコンテナ」、コンテナ輸送事業部門の主たるコンテナを特に指定しない場合は「コンテナ」
と、種別を指定する場合は「冷蔵コンテナ」「冷凍コンテナ」「通風コンテナ」「無蓋コンテナ」と表記した。

 6. 用字用語は、原則として常用漢字、現代仮名遣いを用いたが、固有名詞や専門用語、原資料からの引用
文などはこの限りではない。

 7. 年号は西暦を用い、必要に応じて和暦を併記した。
 8. 数字の表記は固有名詞や慣用句を除き、原則として算用数字を用いた。また「万」以上の数には、適宜
単位語を使用した。

 9. 人名は歴史叙述の慣例にならい敬称は省略し、必要に応じて記述対象時の役職名等を付記した。
 10. 会社名、団体名、官公庁名、地名などは原則として当時の名称を用い、必要に応じて現在の名称を併記
した。

 11. 会社名や建物名、施設名などの固有名詞は、記述対象時の正式名称を用いるよう努めたが、一部慣用的
に使われている略称で表記した場合もある。また「株式会社」等の法人格も適宜省略した。

 12. 度量衡は「t」「ft」「m」「km」「m3」「トンキロ」などの単位記号・単位語を使用した。
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